







【方法】ノイズを含まないモデル画像を作成し, CASA の simobserve タスクを使用して実際の ALMA の観測配
列を用いた観測シミュレーションを行った。得られたモデルビジビリティに対し, スパースモデリングによ
る画像合成のほか, 一般に用いられている CLEAN による画像合成も行い, 両者を比較した。スパースモデ
リングの画像合成には, CASA のモジュールとして公開されている PRIISM を使用した。比較する画像は各
モデル構造に対して, モデル画像, スパースモデリング （SpM） 画像, CLEAN コンポーネントのビーム畳み
込みなし画像 3 枚と, ビーム畳み込みモデル画像, ビーム畳み込み SpM 画像, CLEAN イメージ （ビーム畳み
込みあり） の 3 枚の計 6 枚である。
【結果】大きさの異なる 5 つのガウシアン分布のモデル画像に
ついて解析を行った。本実験で使用した合成ビームの FWHM 
は, 長径が 0.1049 秒角, 短径が 0.1017 秒角である。図 1 にモデ
ルの FWHM ごとの各画像のピーク強度の再現率を示す。SpM 






再現率では, ビームの有無に関わらず SpM 画
像が CLEAN よりもモデルをより正確に再現
する結果が得られた （表 1 ）。同様の比較をガ
ウシアン分布以外の構造についても行った。
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